
中
国
、
四
川
省
の
大
地
震

は
７
万
人
を
超
え
る
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
り
行
方
不
明
と

な
っ
て
い
ま
す
。
連
日
の
被

害
報
道
に
心
が
痛
み
ま
す
。

な
か
で
も
都
江
堰
市
の
小
学

校
の
倒
壊
で
幼
い
命
が
奪
わ

れ
、
未
来
の
あ
る
子
ど
も
達

の
死
と
残
さ
れ
た
遺
族
の
深

い
悲
し
み
に
は
や
り
き
れ
な

さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
地
震
被
害
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
日
本
国
内
で
も

学
校
の
耐
震
対
策
の
遅
れ
が

指
摘
さ
れ
、
自
治
体
負
担
が

重
く
、
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ

た
学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て

国
庫
補
助
率
の
引
き
上
げ
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

急
が
れ
る

６
校
の
耐
震
化

飯
能
市
の
場
合
、
昭
和
５

６
年
以
前
の
耐
震
基
準
で
建

築
さ
れ
た
学
校
に
つ
い
て
順

次
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
っ
て
い
る

学
校
は
小
学
校
が
１
０
校
、

中
学
校
が
５
校
あ
り
ま
す
が
、

小
学
校
で
は
平
成
９
年
の
精

明
小
学
校
か
ら
始
ま
り
、
第

一
小
、
富
士
見
小
、
原
市
場

小
、
加
治
小
の
５
校
、
中
学

校
は
吾
野
中
学
校
が
工
事
を

完
了
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
加
治
東
小
学
校

が
大
規
模
改
修
を
含
め
た
耐

震
工
事
を
行
な
う
事
に
な
り
、

６
月
議
会
に
、
工
事
契
約
の

締
結
の
議
案
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
双
柳
小
学

校
の
耐
震
診
断
調
査
、
名
栗

小
学
校
の
改
築
事
業
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
耐
震
診
断
や
改
修
を

予
定
し
て
い
る
学
校
は
、
南

高
麗
、
東
吾
野
の
各
小
学
校

と
第
一
、
西
、
原
市
場
、
加

治
の
４
中
学
校
、
ま
た
７
ヶ

所
の
体
育
館
と
な
っ
て
い
ま

す
。国

で
は
平
成
２
７
年
度
ま

で
に
耐
震
工
事
を
行
な
う
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
災

害
発
生
時
に
地
域
住
民
の
避

難
場
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
学
校
で
す
、
国
庫
補
助
金

の
増
額
を
は
か
り
早
急
に
整

備
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

11
日
（
水
）
14
：
20
～

滝
沢

修

１
、
区
画
整
理
問
題
＝
有
識

者
会
議
の
提
言
か
ら
①
住
民

説
明
の
必
要
性
に
つ
い
て
②

権
利
者
間
の
公
平
性
を
ど
の

様
に
図
る
の
か
③
除
外
区
域

の
対
応
に
つ
い
て
④
事
業
期

間
の
厳
守
、
概
ね
２
０
年
の

具
体
性
に
つ
い
て
⑤
元
加
治

駅
、
南
北
駅
前
広
場
の
整
備

に
つ
い
て
⑥
下
水
道
の
優
先

整
備
に
つ
い
て
。
２
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
＝
①
大
規
模

ク
ラ
ブ
解
消
に
つ
い
て
の
対

応
②
１
人
親
や
障
害
児
に
対

す
る
補
助
金
を
。
保
護
者
の

努
力
義
務
に
な
っ
た
幼
児
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
推
進
と
助
成

を
。
３
、
防
災
問
題
①
大
地

震
か
ら
市
民
を
守
る
取
り
組

み
は
②
個
人
住
宅
の
耐
震
対

策
に
つ
い
て

12
日
（
木
）
10
～

山
田

利
子

１
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
＝
①
子
ど
も
憲
章
の
制

定
に
つ
い
て
②
経
済
的
支
援

の
充
実
に
つ
い
て
●

多
子
入

所
世
帯
の
第
３
子
の
保
育
料

の
無
料
化
●

父
子
家
庭
の
支

援
策
に
つ
い
て
③
子
ど
も
と

家
庭
を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
。
２
、
障
害
者

燃
料
費
補
助
は
障
害
者
を
同

乗
さ
せ
る
車
に
も
拡
大
を
。

３
、
福
祉
職
場
の
人
材
不
足

を
改
善
で
き
る
よ
う
な
市
独

自
の
施
策
を
。
４
、
名
栗
幼

稚
園
の
臨
時
教
諭
の
処
遇
改

善
を
。
４
、
消
防
の
広
域
化

に
つ
い
て

12
日
（
木
）
13
：
10
～

新
井

巧

１
、
沢
辺
市
政
の
３
年
間
と
、

問
わ
れ
る
地
方
自
治
体
の
役

割
。
２
、
病
院
問
題
＝
①
公

立
病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
病

院
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

に
つ
い
て
②
病
院
経
営
の
改

善
を
ど
う
す
す
め
る
か
。
３
、

給
食
問
題
＝
食
育
推
進
計
画

と
給
食
に
つ
い
て
①
給
食
に

お
け
る
食
育
の
位
置
づ
け
②

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、

給
食
調
理
員
の
採
用
を
③
給

食
室
の
統
合
問
題
に
つ
い
て

●

行
政
分
野
で
の
食
育
推
進

計
画
の
位
置
づ
け
。
４
、
長

距
離
通
学
者
の
助
成
制
度
に

つ
い
て

12
日
（
木
）
14
：
20
～

金
子

敏
江

福
祉
問
題
＝
①
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
問
題
点
と
今
後

の
対
応
②
特
定
健
診
の
充
実

③
貧
困
化
の
中
で
の
「
社
会

福
祉
構
造
改
革
」
に
自
治
体

が
ど
う
向
き
合
う
の
か
。
２
、

ご
み
の
資
源
化
、
減
量
化
の

現
状
と
有
料
化
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
。
３
、
市
街
地
、

山
間
地
を
問
わ
ず
「
空
き
家
」

の
斡
旋
、
売
却
促
進
事
業
の

検
討
を
。
４
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
①
年
金
相
談
の
充
実
に
つ

い
て
②
各
種
申
請
書
の
押
印

廃
止
に
つ
い
て
③
飯
能
駅
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
時
間
延
長

に
つ
い
て

「
地
球
温
暖
化
対

策

日
本
共
産
党

欧
州
調
査
団
報
告
」

を
読
む
と
び
っ
く

り
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

難
し
い
こ
と
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、

ド
イ
ツ
に
は
「
国

家
自
転
車
計
画
」

が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

「
環
境
首
都
」
と
し
て
知
ら

れ
る
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
は

「
自
動
車
の
な
い
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
住
居
の
外

で
遊
べ
る
持
続
可
能
な
街
づ

く
り
」
を
目
標
に
か
か
げ
、

中
心
部
に
来
る
人
は
、
徒
歩

２
３
％
、
自
転
車
２
７
％
、

公
共
輸
送
１
８
％
、
自
動
車

３
２
％
だ
と
い
い
ま
す
▼
飯

能
で
も
「
自
転
車
推
進
計
画
」

を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
と
い
っ
た
ら
笑
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
道
路
が
狭
く

て
、
危
険
で
自
転
車
に
な
ん

か
乗
れ
な
い
と
い
う
の
で
す
。

で
も
ま
ず
市
の
職
員
、
議
員

さ
ん
な
ど
が
先
鞭
を
つ
け
て
、

４
キ
ロ
程
度
の
範
囲
は
自
転

車
通
勤
に
し
た
ら
空
気
は
ず

い
ぶ
ん
変
わ
る
し
、
今
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
街
づ
く
り

の
問
題
点
も
見
え
て
く
る
と

思
う
の
で
す
▼
ド
イ
ツ
で
は
、

昼
間
は
部
屋
に
点
灯
せ
ず
、

商
店
は
６
時
閉
店
、
２
４
時

間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い

と
い
い
ま
す
。
持
続
可
能
な

地
球
と
地
域
の
た
め
に
、
自

分
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
変
え
る
勇
気
が
あ
る
か
ど

う
か
が
私
た
ち
に
も
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
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国
庫
補
助
増
額
で

学
校
耐
震
化
促
進
を

演劇のご案内 約束の水
自然保護と高齢化問題。自然と人、家族のつ

ながり、人と人のつながりを考える。

６月11日（水）午後６時45分開会
飯能市民会館大ホール

一般3000円、ペア券5000円、学生2000円

主催：「約束の水」飯能公演実行委員会

日
本
共
産
党
の
一
般
質
問

質
問
時
間
と
内
容



５
月
３
１
日
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
あ
お
ー
ら
」

の
第
二
回
総
会
が
開
か
れ
、

共
産
党
か
ら
金
子
、
山
田
、

滝
沢
市
議
が
参
加
し
ま
し
た
。

代
表
理
事
で
あ
る
田
中
正

彦
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

一
年
間
で
大
き
く
成
長
し
た

「
あ
お
ー
ら
」
の
様
子
が
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
、
長
年
続
け

て
き
た
小
規
模
作
業
所
「
わ

か
ば
の
家
」
を
発
展
的
に
解

消
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
た
ち

あ
げ
、
「
就
労
移
行
支
援
事

業
所
わ
か
ば
の
家
」
、
「
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か

ば
の
家
」
と
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門

「
カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
あ
お
ー
ら
」
、

小
規
模
作
業
所
「
こ
こ
ろ
の

ほ
ー
っ
と
す
ぺ
ー
す
セ
ラ
ヴ
ィ
」

と
、
家
族
会
「
み
の
り
会
」

が
８
年
前
に
始
め
た
「
わ
か

ば
の
家
」
か
ら
出
た
４
本
の

枝
は
し
っ
か
り
葉
を
茂
ら
せ

ま
し
た
。
（
あ
お
ー
ら
通
信
）

小
規
模
作
業
所
は
、
家
か

ら
一
歩
を
ふ
み
だ
す
支
援
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

さ
ら
に
社
会
参
加
を
す
す
め

た
い
人
、
「
レ
ス
ト
ラ
ン
部

門
」
は
、
楽
し
く
働
い
て
み

た
い
人
、
就
労
移
行
支
援
事

業
は
、
就
業
を
め
ざ
す
人
を

支
援
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
の
登
録
者
数
は
倍

増
し
、
こ
の
地
域
で
精
神
障

害
者
の
方
々
の
拠
り
所
と
し

て
、
こ
の
４
つ
の
事
業
所
が

そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
に
根
を
は

り
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

事
業
所
の
活
動
を
少
し
紹

介
す
る
と
、
「
セ
ラ
ヴ
ィ
」

で
は
毎
昼
、
指
導
員
手
作
り

の
セ
ラ
ヴ
ィ
ラ
ン
チ
を
囲
み

な
が
ら
の
団
ら
ん
を
中
心
に
、

手
芸
や
絵
画
、
歌
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
「
カ
レ
ー
ハ
ウ

ス
あ
お
ー
ら
」
で
は
、
月
金

は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
接
客
の

心
得
の
指
導
、
指
導
員
運
転

で
買
い
物
に
で
た
り
、
火
水

木
は
お
店
の
開
店
で
す
。

「
就
労
移
行
支
援
事
業
所
わ

か
ば
の
家
」
で
は
、
時
々
職

員
同
行
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

相
談
に
行
っ
た
り
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
就
労
や
面
接
で
会
社
に

行
っ
た
り
簿
記
の
勉
強
も
し

て
い
ま
す
。
楽
し
い
行
事
も

折
り
込
ん
で
、
人
の
輪
が
ふ

く
ら
ん
で
い
く
の
が
実
感
で

き
る
総
会
で
し
た
。

４
日
、
社
会
福
祉
法
人
名

栗
園
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
あ
し
か
り
園
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

厚
生
文
教
委
員
の
金
子
敏
江

･

山
田
利
子
両
市
議
が
出
席

し
ま
し
た
。

施
設
長
の
石
井
芳
江
さ
ん

は
、
「
開
設
以
来
４
０
年
、

建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
建
て

替
え
を
Ｈ
１
７
年
に
市
と
相

談
し
た
際
、
国
・
県
の
「
先

進
的
事
業
補
助
金
」
で
ユ
ニ
ッ

ト
型
の
施
設
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
を
決
め
る
。
１
８
年

に
地
籍
調
査
を
始
め
る
と
遺

跡
の
出
土
に
よ
り
工
期
が
遅

れ
た
が
、
基
本
理
念
の
「
人

を
人
と
し
て
介
護
す
る
」
に

ふ
さ
わ
し
い
温
か
み
の
あ
る

施
設
に
な
っ
て
、
利
用
者
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
残
念
な
が
ら

石
井
岱
三
理
事
長
が
病
気
療

養
中
で
あ
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
施
設
内
を

視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
重
度
の
方
も
安
心
で
き

る
浴
室
や
、
く
つ
ろ
げ
る
フ

ロ
ア
ー
な
ど
も
あ
り
、
部
屋

に
は
「
本
町
１
番
地
」
と
い

う
よ
う
に
町
名
に
番
地
が
つ

い
て
、
２
階
に
は
本
町･

東

町
、
３
階
に
は
南
町
・
仲
町

が
あ
り
合
計
４
０
名
が
入
室

で
き
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
型
と
は
、
食
堂
・

リ
ビ
ン
グ
な
ど
の
共
同
生
活

ル
ー
ム
を
囲
む
よ
う
に
、
幾

つ
か
の
個
室
が
配
置
さ
れ
た

も
の
を
１
ユ
ニ
ッ
ト
と
す
る
。

介
護
は
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
受

け
ら
れ
る
。

同
施
設
は
、
１
０
室
に
ワ

ン
フ
ロ
ア
ー
で
４
ユ
ニ
ッ
ト

あ
り
ま
す
。
個
室
・
ユ
ニ
ッ

ト
型
は
県
内
初
の
施
設
と
い

う
こ
と
で
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

２００８年６月８日 ＮＯ．１６２６

１
年
で
大
き
く
成
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
あ
お
ー
ら
第
二
回
総
会
開
か
れ
る

●

た
た
か
っ
て
汚
名
返
上

名
ば
か
り
管
理
職

●

新
し
い
時
代
の
萌
芽
か

柿
若
葉

●

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
ね
だ
る

話
術
も
知
恵
袋

本
郷

笑
子

●

白
じ
ら
と
数
字
並
べ
る

お
役
人

●

増
税
を
社
会
保
障
の
た

め
と
い
い

●

年
寄
り
に
ま
す
ま
す
重

く
消
費
税

●

財
界
の
意
の
ま
ま
に
動

く
族
議
員

永
田

一
夫

特養・あしかり園の増設竣工式

個室・ユニット型は県内初

７月１１日（金）
午後７時開会

飯能市民会館小ホール

弁士 塩川てつや衆院議員

いま、自民党政治に代わる新しい政治を

つくりだす歴史的転機です。「新しい政治

とはどうあるべきか」、日本共産党の改革

の方針を語ります。

お誘いあわせてご来場ください。

主催：日本共産党飯能市委員会・同後援会

６
月
市
議
会
に
は
、
十
件

の
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
三
件
の
税
条
例
の

改
正
に
つ
い
て
は
、
国
の

税
制
改
正
に
と
も
な
っ
て
、

専
決
処
分
し
た
も
の
の
承

認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

条
例
提
案
で
は
、
飯
能

市
と
し
て
初
め
て
制
定
す

る
環
境
基
本
条
例
案
が
提

案
さ
れ
、
市
民
が
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ

と
の
で
き
る
良
好
で
快
適

な
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
環
境
保
全
の
理

念
、
市
、
市
民
、
事
業
者

等
の
責
務
や
施
策
を
定
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
案
の
主
な
も
の

は
、
平
成
１
７
年
に
公
共

施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
国

が
前
回
対
象
と
し
て
い
な

か
っ
た
ト
レ
モ
ラ
イ
ト
な

ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
再
び
調
査
を
す
る

た
め
の
予
算
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
契
約
の

締
結
で
は
、
加
治
東
小
学

校
の
大
規
模
改
修
・
耐
震

補
強
工
事
に
つ
い
て
、
細

田
建
設
と
契
約
を
締
結
す

る
た
め
の
議
案
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。

６
月
議
会
の
主
な
議
案

環
境
基
本
条
例
案
な
ど
を
提
案

アトラクションでのマツケンサンバ


